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人
口
が
減
少
し
て
い
く
一
方
で
、
教
育
や
福
祉
の
充
実
、

さ
ら
に
は
安
心
で
安
全
な
生
活
環
境
の
確
保
な
ど
、
地
域

課
題
は
止
ま
る
こ
と
な
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
の
大
部
分
は
行
政
が
担
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
行
政
で
は
地
域
や
民
間
と
手
を
取

り
合
っ
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
行
政
区
や
各
種
団
体
等
の
理
解
と
協
力

に
よ
り
施
策
を
展
開
す
る
ほ
か
、
公
募
に
よ
る
各
種
委
員

の
選
任
な
ど
、
住
民
の
町
政
参
加
を
促
し
、
行
政
の
役
割

に
つ
い
て
見
直
し
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
全
体
が

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
り
、
地
域
経
営
を
一
層
推
進

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
行
政
の
役
割
の
見
直
し
・
ス
リ
ム
化
」
は
、
行
政
の
仕

事
を
他
に
押
し
付
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
様
々
な
主
体
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
地
域
課
題
の
解
決
に
あ
た
る

も
の
で
す
。

今
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
御
宿
町
後
期
基
本

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
と
住
民
の
役
割
分
担

を
根
本
か
ら
検
証
し
、
住
民
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を

柱
に
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

協
働
協
働
のの
地
域
経
営

地
域
経
営

御宿町後期基本計画
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始動
後期基本計画の

期間と性格

《計画期間》

この計画は平成１９年度を初年度

とし、平成２４年度を目標とする

６ヵ年の計画です。

《計画の性格》

この基本計画は、基本構想の「自

然の恵みを継承し、心やすらぎ、未

来へ躍動する夢多きまちづくり」の

総仕上げを目指し、御宿町が持つ資

産を有効に活用しながら、行政運営

を実現していくための具体的な施策

を体系化したものです。

計画人口は 8,500 人を目標とし、

長期的・地域的な雇用の場の確保、

安心して子育てが出来る環境づくり

など、定住化促進に取り組みます。

また、この計画は町行財政の総合

的、効率的な運営のための実施計画

や予算の基礎となるものであり、住

民の深いご理解と積極的な参加をい

ただきながら、事業を推進していく

ための指針です。

これまでの前例や慣習に捉われず、行政体制を可能な限
り簡素で効率的なものに改め、自助（個人で解決できるも
の）・共助（地域の助け合いで解決できるもの）・公助（行
政が行うべきもの）の視点から行政が行うべき事務やサー
ビスの範囲について見直しを行いながら、住民との役割分
担により、地域経営に努めます。

共　助共　助
地域の助け合いで地域の助け合いで
解決できるもの解決できるもの

自　助自　助
個人で個人で

解決できるもの解決できるもの

公　助公　助
行政が行政が

行うべきもの行うべきもの

協働のまちづくり

協働のまちづくり

ONJUKU 2007. 4
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後
期
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
に

掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

「
自
然
の
恵
み
を
継
承
し
、
心
や
す

ら
ぎ
未
来
へ
躍
動
す
る
夢
多
き
ま
ち

づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
６
つ

の
柱
を
設
定
し
、
各
分
野
の
施
策
を

掲
げ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
町
民
の

皆
様
や
関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
も
と
、
計
画
の
実
現
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。心やすらぎ

多きまちづくり

国で検討されている地方財政再生制度に基づく新たな指標や財政分
析などを分かりやすい形で公表するほか、情報公開はもとより、積極
的な情報提供が求められる中で、広報紙や町ホームページの充実を図
り、情報公開コーナーの新設に取り組みます。
また、意見公募制度により、住民の意見を求め、行政の透明性の向
上と町民の行政参加の推進に努めます。

景勝地や自然公園など、自然
環境の保護保全を地域住民等と
連携して維持管理に努めるととも
に、水源の周辺環境の維持につ
いても重要性を呼びかけ、住民の
理解と協力を得ながら水資源の
安全と安定を図ります。
また、住民の日常生活に直結した道路の老朽箇所の補修や草刈、側溝
清掃による道路管理など、住民との連携を図ります。

耐震診断結果等をふまえ、優先順位による義務教育施設の改修のほ
か、ＰＴＡや地域ボランティアと支援体制を整え、児童生徒の見守り
活動など、子どもたちが安心して学習できるよう安全な教育環境の整

備に取り組みます。
希少動物の生息地の自然環境維

持と保護・増殖に努め、さらには
文化財保護について、後世への伝
承に取り組むとともに、民俗習慣
に関する道具の収集と収蔵品の修
復と保存に努めます。

住民参加と協力住民参加と協力
によるわかりやによるわかりや
すく未来のみえすく未来のみえ
るまちづくりるまちづくり

自然環境に配慮自然環境に配慮
した機能的で美した機能的で美
しいまちづくりしいまちづくり

豊かな心を育み豊かな心を育み
地域の伝統文化地域の伝統文化
を大切にするまを大切にするま
ちづくりちづくり

ONJUKU 2007. 4
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自然の恵みを継承し、
未来へ躍動する夢

御宿町後期基本計画

地域との協働により児童遊園の
管理を行い、より安全な遊び場を
提供するほか、地域の子育て支援
の拠点としての児童館運営のあり
方を検討します。
また、高齢者の介護や生活全般
を支える拠点として、平成 19 年

度からスタートする地域包括支援センターを中心とした保健・医療・
福祉の連携により、住みなれた地域で安心して生活を送れるよう支援
します。

赤ちゃんから赤ちゃんから
お年寄りまでお年寄りまで
すべての人にすべての人に
やさしいまちやさしいまち
づくりづくり

都市交流を踏まえ、農業の分
野では魅力ある里山の保全や農林
畜産物の活用を検討するとともに、
体験農業や貸農園事業を推進する
ほか、漁業では栽培漁業の推進に
よる水産資源の維持・増殖に努め
ます。
商工業、観光の面ではライフスタイルに応じたソフト面の充実と自然

や地域特産等を活用した特色ある取り組みを行い、近隣地域連携を含め
効果的な運営及び外部へ向けての情報発信に努め、交流人口の増加を
図ります。

自然と産業が自然と産業が
調和した活力調和した活力
と個性のあると個性のある
まちづくりまちづくり

高齢者や障害者等のためのバリアフリー化、浄化処理や赤水対策に
よる安全な水の供給など快適な居住環境を維持していくとともに、夜間
パトロール等による廃棄物の不法投棄の防止、町民清掃の継続実施など、
住民との協働による良好な生活環
境の確保により一層努めます。
また、住民・警察と一体となっ
て犯罪を抑制する体制づくりを推
進するとともに、防犯知識の普及
など、地域における防犯活動の活
性化を図ります。

誰もが快適で誰もが快適で
安心して暮ら安心して暮ら
せるまちづくせるまちづく
りり

ONJUKU 2007. 4
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豊かな豊かな
地域づくりに地域づくりに

2727億億4,8004,800万円万円
平
成
19
年
度
の
各
会
計
の
予

算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
総
額
27
億

4
，
８
０
０
万
円
と
な
り
、
前

年
度
に
比
べ
、
1
，
７
０
０
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
予
算
の
内
容
で
す
が
、

安
全
で
安
心
な
学
習
環
境
の
整

備
と
し
て
、
御
宿
小
学
校
の
校

舎
及
び
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強

に
取
り
組
む
ほ
か
、
少
子
高
齢

化
を
踏
ま
え
、
児
童
手
当
の
支

給
額
の
見
直
し
や
今
年
度
か
ら

始
ま
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
経
費
な
ど
、
福
祉

面
に
も
積
極
的
か
つ
重
点
的
な

予
算
配
当
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
他
、
産
業
振
興
経
費
や
生
活

環
境
対
策
等
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
で
紹
介
し

ま
す
。

対前年度0.6%増

ONJUKU 2007. 4
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般
会
計
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算
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平
成
19
年
度
の
歳
入
は
、
町
税

が
10
億
４
，８
６
７
万
1
千
円
と

前
年
度
に
比
べ
1
億
２
，７
２
１

万
4
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
個
人
町
民
税
が
、
税

制
改
正
に
よ
る
定
率
減
税
の
廃
止

及
び
税
源
移
譲
に
よ
る
税
率
改

正
、
さ
ら
に
は
平
成
18
年
度
の
決

算
見
込
を
勘
案
し
て
、
前
年
度
比

49
．
9
％
の
大
幅
増
を
見
込
ん
で

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
地
方
譲
与
税
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
の
本

格
的
な
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
る
ま

で
の
間
の
経
過
措
置
で
あ
っ
た
所

得
譲
与
税
が
廃
止
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
5
，０
０
０

万
円
減
の
4
，4
０
０
万
円
と
大

幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
幹
と
な
る
町
税
収
入
に
税
源

移
譲
に
よ
る
増
額
が
見
込
ま
れ
る

も
の
の
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
厳

し
い
財
政
状
況
を
背
景
と
し
た
地

方
財
政
全
体
の
見
直
し
な
ど
に
よ

り
、
一
般
財
源
全
体
と
し
て
は
大

き
な
伸
び
が
期
待
で
き
ず
、
自
主

財
源
の
確
保
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

平成19年度　一般会計歳入予算
　（単位：千円　％）

年　度　
　科　目　

平成 19年度 前年度比較
予算額① 構成比 増減額 増減率

１ 町 税 1,048,671 38.2 127,214 13.8
２ 地 方 譲 与 税 44,000 1.6 ▲ 50,000 ▲ 53.2
３ 利 子 割 交 付 金 2,000 0.1 0 0.0
４ 配 当 割 交 付 金 1,800 0.1 900 100.0
５ 株式等譲渡所得割交付金 1,800 0.1 900 100.0
６ 地方消費税交付金 70,000 2.5 6,000 9.4
７ ゴルフ場利用税交付金 18,500 0.7 ▲ 500 ▲ 2.6
８ 自動車取得税交付金 30,000 1.1 0 0.0
９ 地方特例交付金 4,000 0.1 ▲ 10,600 ▲ 72.6
10 地 方 交 付 税 680,000 24.7 20,000 3.0
11 交通安全特別対策交付金 1,500 0.1 0 0.0
12 分担金及び負担金 281,819 10.3 6,514 2.4
13 使 用 料 手 数 料 64,944 2.4 ▲ 6,187 ▲ 8.7
14 国 庫 支 出 金 80,459 2.9 6,880 9.4
15 県 支 出 金 140,450 5.1 24,364 21.0
16 財 産 収 入 19,355 0.7 ▲ 22,146 ▲ 53.4
17 寄 附 金 1 0.0 0 0.0
18 繰 入 金 1,001 0.0 ▲ 60,000 ▲ 98.4
19 繰 越 金 70,000 2.5 ▲ 5,000 ▲ 6.7
20 諸 収 入 42,300 1.5 ▲ 5,839 ▲ 12.1
21 町 債 145,400 5.3 ▲ 15,500 ▲ 9.6

合　　計 2,748,000 100.0 17,000 ▲ 0.6

歳　入

会　計　名 19年度予算 前年度との比較

国民健康保険特別会計 10 億 4,744 万 4 千円 ＋ 1億 1,552 万 2 千円

老人保健特別会計 9億 9,038 万円 △ 5,905 万 6 千円

介護保険特別会計 5億 2,582 万 6 千円 △ 194 万 1 千円

会　計　名 収　　入 支　　出

水 道 事 業 会 計
収益的 2億 5,594 万 3 千円 2億 8,354 万 2 千円

資本的 514 万 6 千円 6,086 万 8 千円

特別会計予算

ONJUKU 2007. 4
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歳　

出
御
宿
小
学
校
の
校
舎
及
び
屋
内

運
動
場
の
耐
震
補
強
、
大
規
模
改

修
工
事
に
2
ヵ
年
に
渡
り
、
1
億

6
，０
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
校
屋
内
運
動
場
の

雨
漏
り
改
修
工
事
に
2
０
０
万
円

を
計
上
し
、
生
徒
達
が
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
整
備
し
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
地
域
と
の
協
働
に

よ
り
、
放
課
後
や
週
末
に
お
い
て

も
充
実
し
た
社
会
教
育
環
境
の
構

築
を
目
指
し
、「
地
域
子
ど
も
教

室
」
な
ど
の
支
援
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

更
に
ゼ
ロ
予
算
事
業
と
し
て
、

地
域
ぐ
る
み
の
声
か
け
運
動
や
公

用
車
へ
の
「
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」
ス

テ
ッ
カ
ー
の
表
示
に
よ
り
防
犯
対

策
を
推
進
し
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に
伴

う
、
相
談
支
援
や
移
動
支
援
な
ど

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
充
実
へ
向
け

6
，
１
４
５
万
2
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

ま
た
、
各
種
検
診
な
ど
の
保
健

事
業
充
実
の
た
め
1
，
８
５
９
万

7
千
円
を
計
上
し
、
町
民
の
心
身

の
健
康
維
持
や
生
活
の
安
定
、
保

健
・
福
祉
・
医
療
の
向
上
を
推
進

し
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
し
て
は
、
児
童

手
当
の
拡
充
や
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
土
曜
日
開
設
、
保
育
所
運
営

の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

安全で安心な学習環境を整備します安全で安心な学習環境を整備します

▲御宿小学校の大規模改修工事に取り組みます

ひ
と
り
ひ
と
り
に
ま
で
行
き
届
い
た

ひ
と
り
ひ
と
り
に
ま
で
行
き
届
い
た

福
祉
・
医
療
の
充
実

福
祉
・
医
療
の
充
実

▲各世代に適応した検査や検診、予防接種を実施します

ONJUKU 2007. 4
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漁
業
振
興
に
お
い
て
は
、
漁
港
の

有
効
活
用
に
向
け
、
平
成
16
年
度

よ
り
引
き
続
き
実
施
し
て
い
る
岩

和
田
漁
港
の
整
備
に
3
，０
０
９
万

2
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

水
産
資
源
の
継
続
的
な
育
成
に
向

け
、
１
７
０
万
円
を
計
上
し
、
ア

ワ
ビ
の
種
苗
放
流
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

農
業
振
興
に
お
い
て
は
、
農
作

物
へ
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、

安
定
し
た
生
産
が
営
め
る
よ
う
、

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
と
し
て
、
イ

ノ
シ
シ
の
一
斉
捕
獲
や
電
気
柵
の

設
置
の
た
め
、
４
４
９
万
１
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

観
光
振
興
で
は
、
観
光
施
設
の

整
備
の
た
め
、
1
，
４
７
０
万
円

を
計
上
し
た
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト

や
各
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
宣
伝
強
化

の
た
め
、
７
５
０
万
円
を
計
上
し
、

集
客
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

商
工
業
振
興
で
は
、
商
工
会
へ

の
街
路
灯
補
助
や
中
小
企
業
利
子

補
給
の
た
め
、
３
５
４
万
9
千
円

を
計
上
し
、
協
働
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　地場産業の振興と基盤整備に重点配分　　地場産業の振興と基盤整備に重点配分　

▲地場産業であるアワビの種苗放流により限りある資源の維持・増殖に
努めます

事  業  名 事業費 財   源   内   訳 説     明国県補助 起  債 その他 一般財源
土 地 評 価 資 料 作 成・
市街地宅地評価事業 3,600 3,600 固定資産税基礎資料修正業務委託

小学校改修工事事業 32,284 5,778 3,500 23,006 校舎・屋内運動場の耐震補強、大規模改修工事
（設計委託、監理委託等）

放 課 後 週 末 活 動 等
支 援 事 業 　 　 　 175 175 放課後や週末の子どもたちの居場所づくり

「地域子ども教室」の拡充

後期高齢者医療制度 19,773 19,773 広域連合負担金、電算ソフト開発費

地 域 包 括 支 援
セ ン タ ー 事 業 238 238 要支援1・2の介護予防サービス計画に係る事務

事業費（4月開設）
活性化計画策定委託
経 済 効 果 算 定 委 託 4,000 4,000 中山間地域総合整備事業に係る業務委託

道 路 新 設 改 良 事 業 9,281 1,600 7,681 0202号線道路改良、0105号線用地購入、
3036号線排水整備等

町 道 0 1 0 6 号 線
道 路 改 良 事 業 30,934 15,000 6,700 9,234 幅員拡大等道路改良工事、設計委託等

県道勝浦布施大原線バイパス道の取付道路

最終処分場閉鎖事業 5,000 5,000 埋立地法面整形

防 災 関 係 事 業 3,484 39 3,445 津波ハザードマップ作成
防災行政無線屋外子局バッテリー交換費等

平成19年度の主要事業
　（単位：千円）
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4
月
か
ら
岩
和
田
地
区
の
児
童
33
名

が
加
わ
り
、
御
宿
小
学
校
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
全
校
の
生
徒
数
は
２
８
５

名
と
な
り
、
全
学
年
が
2
ク
ラ
ス
の
構

成
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
環
境
の
な
か
、
児
童
た
ち
は
、

す
で
に
打
ち
と
け
あ
い
、
活
発
に
授
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
運
動
会
や
遠
足
な
ど
の
各

種
行
事
も
、
た
く
さ
ん
の
人
数
で
取
り

組
む
こ
と
で
、
よ
り
充
実
し
た
学
習
内

容
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

岩
和
田
の
児
童
の
い
ぶ
き
が
加
わ
り
、

御
宿
小
学
校
の
新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ

始
め
ま
し
た
。

旧
岩
和
田
小
学
校
の
生
徒
を
迎
え

旧
岩
和
田
小
学
校
の
生
徒
を
迎
え

御
宿
小
学
校
が
ス
タ
ー
ト

御
宿
小
学
校
が
ス
タ
ー
ト

　4月 9日に行われた統合記念式典では、
旧岩和田小学校 玉置理沙さん、御宿小
学校 向宏太くんの児童代表あいさつの
あと、全員による万歳三唱が行われ、新
しい御宿小学校がスタートしました。

ONJUKU 2007. 4
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きめ細かな保育のためにきめ細かな保育のために
保育所の入所構成が変わりました

広げよう「ともだち」の輪

御
宿
保
育
所

《
3
歳
以
上
か
ら
就
学
前
ま
で
》

御
宿
保
育
所
で
は
、
入
所

年
齢
の
構
成
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
岩
和
田
地
区
の
児
童

が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

み
ん
な
活
発
で
、
先
生
方
は

大
変
で
す
が
、
多
く
の
友
達

と
接
し
、
ス
ク
ス
ク
と
成
長

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

▲岩和田地区の子供もバスで保育所まで

岩
和
田
保
育
所

《
生
後
6
ヶ
月
か
ら
3
歳
未
満
ま
で
》

岩
和
田
保
育
所
で
は
昨
年

度
ま
で
生
後
6
ヶ
月
か
ら
就

学
前
ま
で
の
岩
和
田
地
区

の
児
童
が
入
所
し
て
い
ま
し

た
が
、
児
童
数
の
減
少
や
乳

児
と
幼
児
の
衝
突
事
故
回
避
、

御
宿
地
区
と
の
学
区
の
統
合

な
ど
に
よ
り
、
入
所
年
齢
が

生
後
6
ヶ
月
か
ら
3
歳
未
満

ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

▲御宿の子も岩和田の子もみんな一緒に入園しました

特
集 ▼

ONJUKU 2007. 4
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NO 差押財産 執　行　結　果　等 地　区
１ 電 話 加 入 権 差押え 町 内
２ 出 資 金 差押え /6,0000 円 町 内
３ 不 動 産 差押え /その後、納付（完納）により解除 木更津市
４ 不 動 産 差押え 木更津市
５ 不 動 産 差押え /その後、99,000 円納付 東 京 都
６ 不 動 産 差押え 東 京 都
７ 不 動 産 差押え 東 京 都
８ 不 動 産 差押え 東 京 都
９ 債権（預貯金） 差押え・充当 /11,636 円　 町 内
10 債権（預貯金） 差押え・充当 /42,595 円　 いすみ市
11 債権（預貯金） 差押え・充当 /36,000 円　 町 内
12 債権（預貯金） 差押え・充当 /58,467 円　 町 内
13 債権（預貯金） 差押え 80,700 円 / 充当 33,300 円　 町 内
14 債権（預貯金） 差押え・充当 /50,000 円　 いすみ市
15 債権（預貯金） 差押え・充当 /9,893 円　 町 内
16 債権（預貯金） 差押え・充当 /2,239 円　 町 内
17 債権（預貯金） 差押え・充当 /8,857 円　 町 内
18 債権（預貯金） 差押え・充当 /21,371 円　 町 内
19 債権（預貯金） 差押え・充当 /1,627 円 町 内
20 債権（預貯金） 差押え・充当 /210,270 円 袖ヶ浦市
21 債権（預貯金） 差押え・充当 /157,135 円 いすみ市
22 債権（預貯金） 差押え /12,362 円 町 内

（平成18年4月１日～平成19年3月31日）
○問い合わせ　税務課　68－６６９２

【平成 17 年度の差押等状況】 ○不　動　産　６件　○電話加入権　４件
○国税還付金　２件　○債　　　権　１件

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
が
進
行
す
る
な
か
に

あ
っ
て
、
町
政
運
営
の
基
盤
で
あ
る
町
税
の
確
保
は

極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
町
税
の
安
定
し

た
収
納
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

ほ
か
、
税
負
担
の
公
平
性
の
確
保
や
納
税
意
識
の
向

上
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
税
務
課
職
員
に
よ
る
夜
間
徴
収
・
休
日

徴
収
の
実
施
を
は
じ
め
、
茂
原
県
税
事
務
所
へ
の
実

務
研
修
に
よ
る
専
門
知
識
の
習
得
、
役
場
内
の
全
課

長
等
に
よ
る
夜
間
徴
収
、
悪
質
滞
納
者
に
対
す
る
県

税
職
員
と
の
共
同
徴
収
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
従
来
に
も
増
し
て
徴
税
促
進
策
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
電
話
や
文
書
催
告

に
応
じ
な
い
人
や
訪
問
し
て
も
納
税
の
意
思
を
示
さ

な
い
人
、
納
税
の
約
束
を
し
な
が
ら
約
束
を
守
ら
な

い
人
な
ど
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
や
預
金
と
い
っ
た

財
産
の
『
差
押
え
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
を
特
別
な
理
由
も
な
く

滞
納
し
て
い
る
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
を
交
付
し
な
い
措
置
も
実
施
し
て
い
ま
す
。（
窓

口
で
の
患
者
負
担
十
割
の
国
保
資
格
証
明
書
を
交
付
）

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
町
税
の
滞
納
整
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
月
の
広
報
は
、平
成
十
八
年
度
の
滞
納
処
分（
差

押
え
）
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

税
金
の
滞
納
額
の
減
少
と

税
金
の
滞
納
額
の
減
少
と

　
　

徴
収
率
の
向
上
に

　
　

徴
収
率
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

取
り
組
ん
で
い
ま
す

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  平成 18 年度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

滞納者に対する滞納処分（差押え）の実施状況
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健康健康健康健康健康
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
毎週木曜日は

「子育て支援センター」開設日です。

「ハローベビー教室」と「のびのび教室」が・・・

「子育てよろず相談」になりました！！
今年度、子育て支援センターを会場に、「子育てよろず相談」が

始まります。（御宿保育所内）

「ハローベビー教室」でお話していた
妊娠中から産後にかけてのママの健康のことや、赤ちゃんのこと。
「のびのび教室」での親子遊びや育児に関する相談。
そんな“子育て”に関するいろいろな相談に、
子育て支援センターのスタッフ（保育士）や
保健師・栄養士・家庭教育指導員がお応えします。

　もちろん、相談がなくてもOK!　
お子さんを連れて、お友達と遊びに来てください。

「子育てよろず相談」は、毎月 1回！今年度は、下記の日程です。
　　　　5/31、6/28、7/26、8/30、9/27、10/25、
　　　　11/29、12/13、1/31、2/28、3/13 《木曜日です。》

○時間は、10時～ 11時 30分まで
○母子健康手帳や相談したいことのメモなどを持参してください。

ONJUKU 2007. 4



14

く
ら
し

く
ら
し
の

く
ら
し

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
情
報
情
報
INFORMATION

〒

募　  
集

自
主
的
文
化
活
動

支
援
事
業
の
募
集

　

県
民
主
役
に
よ
る
地
域
文
化
の

創
造
と
発
信
を
目
指
し
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
自
主
的
な
文
化
活
動
を

支
援
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
新
し
い

文
化
の
創
造
や
活
動
を
促
進
す
る

た
め
、
自
主
的
な
文
化
事
業
に
対

し
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
書
類
審

査
・
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　
▼
対　
　

象

　

文
化
の
振
興
を
主
た
る
目
的
と

し
て
活
動
を
行
う
団
体

▼
対
象
事
業

　

七
月
か
ら
平
成
二
十
年
二
月
ま

で
に
実
施
さ
れ
る
事
業
で
、
県

内
に
お
い
て
広
く
県
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
行
う
文
化
に
関
す

る
公
演
、
展
示
、
コ
ン
ク
ー
ル
、

交
流
事
業
な
ど

▼
対
象
経
費

　

設
営
・
舞
台
関
係
費
、
出
演
・

音
楽
関
係
費
、
謝
金
・
旅
費
・

宣
伝
費

▼
補
助
金
額

　

五
万
円
を
上
限
と
し
自
己
負
担

金
を
超
え
な
い
額
で
、
補
助
対

象
経
費
の
二
分
の
一
以
内
の
額

▼
応
募
期
限

　

六
月
八
日
（
金
）
必
着

▼
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
郵
送
ま
た
は
持
参

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
文
化
振
興
課　

@
〇
四
三
ー
二
二
三
ー
二
四
〇
八

お
知
ら
せ

消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ムｉｎ

千
葉

　

五
月
は
消
費
者
月
間
で
す
。「
み

ん
な
で
築
こ
う　

身
近
な
安
全
・

安
心
」
を
テ
ー
マ
に
、
食
の
安
全

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
日　
　

時

　

六
月
一
日
（
金
）

　

十
二
時
四
十
五
分
〜
十
五
時
三

十
分
（
開
場
十
一
時
）

▼
会　
　

場

　

千
葉
県
教
育
会
館
（
Ｊ
Ｒ
外
房

線
本
千
葉
駅
か
ら
徒
歩
十
分
）

▼
内　
　

容

・
講　
　

演

　
「
あ
な
た
の
選
択
が
日
本
の
食

を
守
る
」　

講
師
：
合
瀬
宏
毅

さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
）

・
事
例
発
表

　

講
師
：
木
内
博
一
さ
ん
（
農
事

組
合
法
人
和
郷
園
代
表
理
事
）

▼
定　
　

員

　

五
百
人
（
申
込
多
数
抽
選
）

▼
参
加
費

　

無　

料

▼
申
込
方
法

　

は
が
き
に
「
消
費
者
フ
ォ
ー
ラ

ム
ｉ
ｎ
千
葉
」
と
明
記
し
、
代

表
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
者

全
員
の
氏
名
を
書
い
て
郵
送

（
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

申
込
可
）

※
託
児
･
手
話
通
訳
あ
り
。
希
望

す
る
方
は
、
申
し
込
み
の
時
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り

　

五
月
十
五
日
（
火
）
必
着

※
入
場
決
定
者
に
は
、整
理
券（
は

が
き
）
を
送
付
し
ま
す
。

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
県
民
生
活
課　

@
〇
四
三
ー
二
二
三
ー
二
二
九
三

s
〇
四
三
ー
二
〇
一
ー
二
六
一
三

msyouhisya@
m
z.pref.chiba.lg.jp

自
動
車
税
の
納
期
内
納
付

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
五
月

三
十
一
日
（
木
）
で
す
。
五
月
上

旬
に
自
動
車
税
事
務
所
か
ら
納
税

通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
早
め

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
（
一
部
を
除
く
）
で
も
、
自
動

車
税
の
納
付
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
納
税
通
知
書
同
封
の
し
お

り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
税
務
課
・
税
事
務
所
ま

た
は
千
葉
県
自
動
車
税
事
務
所

@
〇
四
三
ー
二
四
三
ー
二
七
二
一
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見
渡
せ
ば
褪
せ
し
色
消
え
春
の
山　
　
　

菊
池　

武
夫

春
山
の
恵
み
い
た
だ
き
負
ひ
し
籠　
　
　

桜
谷　

敬
蔵

春
の
雲
丸
き
窓
に
は
丸
き
朝　
　
　
　
　

小
野　

玲
子

丁
字
よ
く
匂
ひ
ぬ
波
の
な
き
日
な
り　
　

鶴
岡　

徳
治

国
宝
の
軒
を
か
す
め
て
初
つ
ば
め　
　
　

岡
本　

俊
康

足
弱
の
遂
に
春
山
あ
き
ら
め
し　
　
　
　

岡
田
ま
さ
し

葉
か
げ
よ
り
つ
ぶ
ら
な
ひ
と
み
豆
の
花　

押
元　

益
枝

一
湾
の
岬
い
ろ
ど
り
松
の
芯　
　
　
　
　

大
谷　
　

仲

放
課
後
の
春
の
小
川
の
道
ぐ
さ
や　
　
　

岡
山　
　

守

俳句愛好会【御宿俳壇】
兼題（春の山）※兼題とは、俳句の題のこと

そ
れ
と
な
く
起
き
て
寝
て
み
る
春
嵐　
　

大
曽
根
利
枝

ふ
と
こ
ろ
に
夢
し
の
ば
せ
て
猫
柳　
　
　

嵯
峨　

通
恵

あ
ら
は
れ
し
干
潟
に
人
の
は
や
あ
そ
ぶ　

福
薗
千
鶴
子

菜
の
花
や
孫
の
便
り
も
と
だ
え
が
ち　
　

古
川　

範
男

春
愁
の
ま
ぼ
ろ
し
に
立
つ
は
ゝ
の
顔　
　

姫
野　

千
晴

菜
花
つ
む
人
も
黄
色
の
声
あ
げ
て　
　
　

秋
葉
喜
美
江

春
愁
の
波
く
つ
が
へ
る
音
と
な
り　
　
　

石
田
ゆ
き
緒

第
１
句
目
、
季
節
の
変
は
り
を
よ
く
見
て
ゐ
る
作
者
の
写

生
の
ち
か
ら
。
第
２
句
目
、
や
う
や
く
春
の
山
い
そ
し
む

人
々
。
第
３
句
目
、
明
る
い
朝
の
感
性
。（
石
田
）

http://www.akiba-denki.net/ 

312
68-2157 

編 集 記後
　今年度から町広報紙を担当することとなりまし
た。不慣れな点もありますが、住民の皆様に、最
新の情報を発信できるよう心掛けていきたいと考
えます。
　皆様の職場等へお邪魔し、取材や写真を撮らせ
ていただく機会が多くあると思いますので、ご協
力をお願いいたします。（椎名）

人の動き
8,138人（－35）男 3,861人  女  4,277人
世帯数 3,393  （平成19年3月31日）

御宿分署の出動状況
火災件数 ０　救急件数 38
平成19年3月中

交通事故発生状況
発生件数 12　死者数 0　負傷者数 15
（平成19年1月1日～4月1日現在）

町民バス利用状況
乗車人数 207（542）
平成19年3月中（　）内は１月からの累計

ダムの貯水状況
貯水率 94.6%　有効貯水量 548,000㎥　
 （平成19年3月20日現在）

慶弔（3月届）
出生 2　死亡 11

　町では、「広報御宿」に有料広告を掲載します。

事業所、企業、店舗の宣伝などに是非ご利用くだ

さい。

【問い合わせ】企画財政課　@68 ー 2512
※広告の大きさは、このくらいのスペースとなります。

広告募集中
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町消防団員3名が
特別功労など受賞

消防団員の士気高揚を図るため、第 58
回の「千葉県消防大会」が千葉市内で開
催されました。
関係者約 1,000 人が集まる中、小川征団
長へ知事から特別功労章が、井上峰男訓
練部長と井上昇第 6 分団長へ日本消防協
会長から精勤章が、長年の業務精励と功
績に対し贈られました。

○
町　

長　

　
　

井　

上　

七　

郎

○
教
育
長

　
　

佐　

藤　

和　

己

○
総
務
課
長　

　
　

吉　

野　

健　

夫

○
企
画
財
政
課
長　

　
　

氏　

原　

憲　

二

○
税
務
課
長　

　
　

木　

原　

政　

吉

○
産
業
観
光
課
長　

　
　

藤　

原　
　
　

勇

○
建
設
環
境
課
長　

　
　

井　

上　

秀　

樹

○
住
民
水
道
課
長　

　
　

米　

本　

清　

司

○
保
健
福
祉
課
長　

　
　

瀧　

口　

和　

廣

○
会
計
室
長　

　
　

岩　

瀬　

由
紀
夫

○
教
育
課
長

　
　

田　

中　

と
よ
子

○
議
会
事
務
局
長

　
　

多　

賀　

孝　

雄

平成19年度の町の体制が決まりました

お魚ウィークスが
開催されました

暴風雨のため順延となっていたお魚ウィー
クスが春の晴天の中、１週間遅れで開催され
ました。
恒例のカジキマグロの吊るし切りやするも

ん汁の無料配布で会場は賑わいました。
また、今回は、ヘリコプターの遊覧体験が
行われ、岩和田漁港へリポートから網代湾を
遊覧し、御宿町や海岸線を一望できる壮大な
景観を一目見ようとたくさんのお客さんがつ
めかけました。
順延のため、当初予定していた魚のつかみ
取りや月の沙漠童謡大会は行われませんでし
たが、イベントは大盛況となり、会場に来た
お客様は、春の思い出を刻んだことでしょう。 ▲約 2mのカジキマグロがあっという間に解体され

ました

▲左から井上訓練部長、小川団長、井上分団長

まちの出来事Town Report


